
【H3MB】  Test Seminar No。 16
8月 5日 ～8月 11日 実施

第 1間
座標平面上において,点 A(0,α 2)(α >1)と 点 Ptt ι2)`0<ι <α )′
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線 Jが放物線ν=χ
2と交わるを点Q,Rと する。

(1)直線 ιの方程式を求めよ。
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(2)四角形AQPRがひし形になるとき を用いて ιを
(3){2)の ひし形の対角線 QRの長さをαを用いて
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-80分  100点満点―

を結 線分の垂直二等分
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第 2間
座標平面上に点 A(3,0),B(0、 4)を とる。また,原点 0と Aの 中点を L,Aと Bの中点を M,
Bと Oの中点を Nと する。さらに,△OABの 内接円をθl,
(1)円 θlの半径 rlと 中心 Plの座標を求めよ。

(2)円 C2の半径 r2と 中心 P2の座標を求めよ。

(3)円 θlと 円θ2が接することを示せ。 ´̂
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